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感 染 再 拡 大 （第 ５ 波） に 備 え た 緊 急 要 望   

  

　 大 阪 府 へ の 緊 急 事 態 宣 言 の 適 用 が 解 除 さ れ、 ま ん 延 防 止 等 重 点 措 置 に 移 行 さ れ た も の の、 現 在、 府 内 

の 感 染 者 数 は 予 断 を 許 さ な い 状 況 が 続 い て お り、 先 週 の 感 染 者 数 は 前 週 比 を 上 回 る 数 字 が 報 告 さ れ て い 

る。 ま た、 感 染 対 策 が 実 施 さ れ て い る 飲 食 店 で の 午 後 ７ 時 ま で の 酒 類 提 供 （午 後 ８ 時 ま で の 営 業） が 可 

能 と な り、 様々 な 社 会 経 済 活 動 の 自 粛 要 請 が 緩 和 さ れ た こ と や、 府 民 の 心 理 的 緊 張 感 が 少 し 解 け た こ と 

等 に よ り、 先 週 末 は 府 内 中 心 部 の 人 流 が 大 き く 増 加 し て お り、 感 染 再 拡 大 （第 ５ 波） の リ ス ク は 高 まっ 

て い る と 言 わ ざ る を 得 な い。   

　 こ の よ う な 状 況 の 中、 第 ４ 波 の 分 析 や 教 訓 を 活 か し、 急 激 な 感 染 再 拡 大 （第 ５ 波） か ら 府 民 の 命 を 守 

る こ と が で き る よ う、 医 療 提 供 体 制 や 保 健 所 体 制 を 早 急 に 強 化 す る 必 要 が あ る と 考 え る。 そ し て、 感 染 

再 拡 大 の 兆 候 が 見 ら れ た 際 に は、 第 ４ 波 の 際 に 陥っ た 医 療 逼 迫 と 同 じ 状 況 と な ら な い よ う、 積 極 的 な 対 

応 策 を 講 じ る べ き と 考 え る。   

　 さ ら に は、 今 後 も コ ロ ナ 禍 の 影 響 は 長 引 く こ と が 考 え ら れ る こ と か ら、 第 ５ 波 へ の 備 え も 含 め、 中 長 

期 で 切 れ 目 の な い 支 援 が 可 能 と な る 財 政 措 置 を 講 じ て い た だ き た い と 考 え る。   

　 以 上 の こ と を 踏 ま え、 下 記 の 項 目 を 要 望 す る。   

  

記   

  

１ ． コ ロ ナ 禍 に よ る 社 会 経 済 活 動 へ の 影 響 は 今 後 も 長 引 く こ と が 予 想 さ れ る こ と か ら、 次 定 例 会 ま で 切 

れ 目 な く、 感 染 の 急 拡 大 に も 十 分 対 処 可 能 な 補 正 予 算 を 編 成 い た だ き た い。 ま た、 事 態 の 急 変 に 備 

え、 機 動 的 な 支 援 策 を 講 じ ら れ る よ う に、 予 備 費 も 十 分 に 確 保 さ れ た い。   

  

２ ． 感 染 再 拡 大 （第 ５ 波） の 兆 候 が 見 ら れ た 際 に は、 躊 躇 す る こ と な く、 経 済 活 動 の 自 粛 要 請 な ど の 感 

染 拡 大 防 止 策 を 迅 速 に 実 行 し て い た だ き た い。 そ し て、 そ の 兆 候 が 見 ら れ た こ と を 「大 阪・ 見 張 り 



番 指 標」 の 数 値 等 を 示 し つ つ、 府 民 へ の 強 い メッ セー ジ と し て、 感 染 爆 発 し た 際 の 医 療 崩 壊 の 危 険 

性 等 を 発 信 し て い た だ き た い。   

  

３ ． 感 染 拡 大 の " 防 衛 線 ″ と も 言 わ れ る 「保 健 所」 の 人 員 体 制 に つ い て、 迫 り く る 感 染 再 拡 大 （第 ５ 波） 

に 備 え、 保 健 師 や 看 護 師 だ け で は な く、 事 務 職 員 も 含 め た 大 幅 な 増 強 を 早 急 に 講 じ て い た だ き た 

い。 そ の 際 に は、 会 計 年 度 任 用 職 員 と し て の 臨 時 雇 用 を 積 極 的 に 図っ て い た だ き た い。 ま た、 希 望 

す る 中 核 市 （保 健 所 設 置 自 治 体） へ の 積 極 的 な 支 援 を 検 討 い た だ き た い。   

　 　   

４ ． 急 激 な 感 染 再 拡 大 （第 ５ 波） を 想 定 し、 ピー ク 時 に も 対 応 で き る 病 床 確 保・ 医 療 体 制 の 強 化 に 取 り 

組 み、 政 府 に 対 し て も、 十 分 な 予 算 の 確 保 や 医 療 従 事 者 と 医 療 提 供 場 所 の 協 力 を 求 め る 等、 あ ら ゆ 

る 手 立 て を 講 じ て い た だ き た い。 ま た、 国 に 対 し て、 感 染 急 拡 大 時 に お い て も 病 床 が 確 保 で き る よ 

う、 有 事 法 制 の 整 備 を 求 め て い た だ き た い。   

  

５ ． コ ロ ナ ワ ク チ ン 接 種 に 関 し て、 個 別 接 種・ 職 域 接 種 が 確 実 か つ 迅 速 に 進 む よ う、 相 談 体 制 や 啓 発 活 

動 な ど の 充 実 を 図っ て い た だ き た い。 ま た、 国 か ら の ワ ク チ ン 供 給 量 を 見 な が ら、 府 大 規 模 接 種 セ 

ン ター の 拡 充 を 検 討 し、 基 礎 疾 患 の あ る 府 民 が 一 日 で も 早 く 接 種 で き る よ う 図っ て い た だ き た い。 

そ し て、 民 間 事 業 者 等 と の 公 民 連 携 に よ る 接 種 促 進 策 （例 え ば、 ワ ク チ ン パ ス ポー ト 特 典 な ど） を 

検 討 し て い た だ き た い。  

  

６ ． 一 昨 年 ま で 減 少 傾 向 に あっ た 自 殺 者 数 が、 昨 年 よ り 増 加 （特 に、 若 年 層 や 女 性 が 増 加） し て い る こ 

と を 重 く 受 け 止 め、 長 引 く コ ロ ナ 禍 に よ る 影 響 を 憂 慮 し、 府 民 の 心 の ケ ア に 関 す る 相 談 体 制 を 拡 充 

し て い た だ き た い。 ま た、 自 殺 予 防 に 繋 が る 施 策 を 積 極 的 に 講 じ て い た だ き た い。   

  

７ ． コ ロ ナ 禍 の 経 済 的 影 響 に よ り、 府 民 が 住 居 を 突 然 失 う こ と が な い よ う、 収 入 等 が 減っ た こ と で 住 宅 

ロー ン 返 済 や 家 賃 支 払 い に 苦 し ん で い る 府 民 へ の き め 細 や か な 支 援 策 を 講 じ て い た だ き た い。   

  

８ ． 感 染 力 の 強 い 変 異 株 （デ ル タ 株） や ワ ク チ ン 効 果 が 弱 い と 言 わ れ る 変 異 株 （ラ ム ダ 株） に よ る 感 染 

拡 大 を 最 大 限 に 警 戒 し、 迅 速 で 正 確 な 情 報 提 供 を 政 府 に 求 め つ つ、 入 国・ 帰 国 者 に 対 す る １ ４ 日 間 

の 指 定 宿 泊 施 設 で の 滞 在 を 義 務 付 け る 等、 徹 底 し た 水 際 対 策 を 政 府 に 求 め て い た だ き た い。   

  

９ ． 酒 類 販 売 事 業 者 へ の 影 響 は 依 然 と し て 深 刻 で あ る こ と か ら、 国 制 度 の 拡 充 を 踏 ま え、 府 上 乗 せ 分 も 

最 大 限 に 確 保 し て い た だ き た い。   


